
東北・岩手における着地型観光と
観光コンテンツの開発による
関係人口・交流人口の拡大

【報告書／配布資料】

トラベル・リンク株式会社北田公子



会社名 トラベル・リンク株式会社Travel -Link. co.LTD

代表者 代表取締役 社長 北田耕嗣（総合旅行業務取扱管理者）
代表取締役 副社長 北田公子（専任・総合旅行業務取扱管理者）

所在地 岩手県盛岡市大通3丁目2-2第6大通ビル4F

設立 2014 年2月４日 岩手県知事登録旅行業第３−２２７号

加盟団体 全国旅行業協会正会員 岩手県旅行業協会 盛岡商工会議所

資本金 370 万円 従業員 4名（ほか契約スタッフ・添乗員等）

一般社団法人東北インアウトバウンド連合理事

着地型ツアー（自社主催）
食・酒蔵・郷土芸能・まち歩き国内旅行/ 海外旅行

インバウンドツアー受入れ
モニター事業

プロモーション事業

MICE・一般団体・GP／コンテンツ磨き上げ・グループワーク・講座運営等
（企業・組合・首都圏大企業コラボ・官公庁委託業務等）

盛岡広域圏や三陸など、東北・岩手を中心に着地型旅行業を展開 県内の様々な業種と
連携し、地域の資源を活用したこだわりのツアーを実施。復興支援や、自治体、大手企業等
とのコラボツアー、食・文化・工芸などを軸に、関係人口や交流人口拡大に関わるとともに、地
域の新たなコンテンツ開発を行う。
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【盛岡まち歩き】住民向け・独身男女向け・転入者向け・外国人向けなど通年開催
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盛岡市内中心部（材木町・河南地区・河北地区・鉈屋町など）
2017.10 ボンネットバスを活用したまち巡りもほかにファム・ロケでの
発信事業取扱など（画像は実際の様子）
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【三ッ星ヴィレッジハーベストレストラン】【Shoku -sai】
岩手の生産者･食材 + 収穫体験+ 首都圏の料理人･首都圏参加者
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【実施した体験コースの一例】
①短角牛放牧地見学・野菜収穫体験とソーセージ作り（岩手町）②ﾏｯｼｭﾙｰﾑ圃場見学と乗馬、夏イチゴ収穫体験
（八幡平市） ③酒米水田と酒蔵見学、寄せ豆腐づくり体験（八幡平市）④高原での子牛ふれあい体験・ワイン
工場見学（葛巻町） ⑤クラフトビールと醤油づくり工場見学（盛岡市・紫波町）⑥トマト・じゃがいもの収穫体験と
露地視察（紫波町）⑦スリーピークス農園体験（大船渡）⑧牡蠣むき体験・漁船体験（陸前高田）

参加者の70％が県外から

（うち首都圏が50％以上）

【関連事業】「地域トレセンフィールドワーク」（キリン）「東北・美酒と食のテロワージュ」（仙台市）
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【シェフ・パティシエ・バイヤー向け産地見学会】2018 -2020 年度 実施
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盛岡市内飲食関係事業者と広域圏をはじめとする
県内の優れた生産者をマッチング。行程作成・視察
先の選定・アポ等について取り扱うとともに、ツアーの
情報発信、お客様への案内等を行う。



【体験の内容／啄木記念館・外山森林公園・姫神登山・座禅・夏祭り・収穫体験・わんこそば】
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ǀ̱ ɕɫȮɧɞ ɵɭɶȭȵɥɁɕɵɂȠɶὕ ǁ2017 年～ 2020 年～暮らし体験発信
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ǀ̱ ɕɫȮɧɞ ɵ ֥ɵɂȠɶὕ ɵꜘ ᶧ̱ү▌̝Ƽ ῎ǯǋǍ Ǯƽǁ
2018 - 実施
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70 17 18 22 29 35 42 46

251 355 544 767 901 1027 1102



ファンクラブ会員新規入会比率（3/10 現在）
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【2022 年度の重点】
（１）中高年層への情報提供継続

ṕ20 -40 Ṗ

（２） を掘り
起こし、能動的かつ持続的活動を促す必要

（３）長引くコロナの状況を受け

を行う

★コロナ禍においても効果的な発信により
若年層会員の割合を保った

★誘いあっての外出を控える傾向により、
一人でイベントに参加する方が多かった
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事業実施運営による価値の共有⇒事業への理解と認知度の向上⇒事業への関わりの増加

・「消費者」から「ファン」「サポーター」へ、さらに「担い手」へつなぐ
・三者それぞれのつながりを強化する働きかけや取り組みを行う

ϥ
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・シェフや事業者が自らファンクラブイベントに参加し、
会員や消費者と交流している

・将来の連携事業者が、イベントに参加し、生産者・事業者・
ファンとの交流を体験。（BtoB だけでは見えない現場評価）

・「ファンクラブ会員」から事業者へステップアップし商品開発
・イベント通して、就農し市内移住
・ラジオ聴取者がコーナーのない日にも盛岡の食と農情報を投稿
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